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優先整備路線の選定
（第五次事業化計画）
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都市計画道路を計画的かつ効率的に整備するため、必要性が⾼い路線の中から計画期間（令和８年度から令和22年度まで）で優先的に整備
すべき「優先整備路線」※1を選定します。選定に当たっては、道路整備の四つの基本⽬標を踏まえ、整備効果、重要性及び緊急性を考慮し、
広域的な視点と地域的な視点から六つの選定項⽬を設定しました。

優先整備路線の選定は、東京都と区市町の適切な役割分担の下で⾏いました。都施⾏路線については、広域的な視点による選定項⽬に複数
該当する路線を基本とし、事業の継続性、整備の順序、関連事業の状況などを踏まえて総合的に評価しました。区市町施⾏路線については、
地域的な視点による選定項⽬に該当する路線の中から、まちづくりの取組状況など各区市町の実情を踏まえて選定※2しました。

必
要
性
が
⾼
い
路
線

⼈やモノの
⾃由な移動

…活⼒・競争⼒…
都市の強靭化
…防災・輸送…

安全で快適な
道路空間の創出
…憩い・にぎわい…

都市環境の向上
…景観・緑…

選定項⽬に⽰した番号は優先順位を⽰すものではありません。

1 ⾻格幹線道路網の形成
都市構造の⾻格と
なる道路ネット
ワークの形成など ● ● ● ●

2⾸都東京の強靭化 緊急輸送網の
拡充・強化 など

安全な避難路の
確保 など ●

3 スムーズな道路網の形成 道路交通の円滑化
など

暮らしを⽀える
地域公共交通の
充実 など ● ● ●

4誰もが安全に
暮らせるまちづくり

⽣活道路への通過
交通流⼊の抑制
など

歩⾏者、⾃転⾞等
の安全な通⾏空間
の確保 など ●

5 国際競争⼒の強化 円滑な物流の確保
など

拠点間の連携強化
など ● ●

6 持続可能な地域の
まちづくりへの貢献

集約型の持続可能
なまちづくり
など ● ● ● ●

地域的な
視点

広域的な
視点

１ 「優先整備路線の選定」の考え⽅
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優先整備路線の
選定項⽬

道路整備の基本⽬標

※2地域の実情に応じて、幹線街路以外の区画街路や交通広場なども含めて選定しました。※１計画期間で優先的に整備すべき路線とは、優先的に事業に着⼿する路線のこと。



1 ⾻格幹線道路網の形成
東京都はこれまでも、渋滞のない快適な道路交通などを実現するため、⾻格幹線道路の整備を重点的に進めてきました。

⼈⼝減少局⾯においても、都市間競争を勝ち抜き、⾸都東京の都市活動及び都⺠⽣活を⽀えるため、引き続き、⾻格幹線道
路を充実・強化し、ネットワーク機能を最⼤限に発揮させる必要があります。

⾻格幹線道路の整備やミッシングリンク（分断されている区間）の解消により、⼈やモノの流れの円滑化に加え、防災⼒
の向上や、安全で快適な暮らしの実現に寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評価しました。

⾻格幹線道路のうち、ミッシングリンクの解消や渋滞緩和に寄与する区間を評価しました。広域的な視点
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ミッシングリンク
が解消

都市計画道路
の整備

渋滞緩和渋滞発生

＜整備前＞ ＜整備後＞

幹線道路

骨格幹線道路の整備により円滑な移動が実現道路ネットワークが不十分で渋滞が発生

２ 「優先整備路線の選定」項⽬の内容



浸⽔想定区域からの避難路の確保、避難場所等へのアクセス向上、延焼遮断帯の形成など、地域の防
災性向上に寄与する区間を評価しました。

2 ⾸都東京の強靭化
近年激甚化する⾵⽔害、甚⼤な被害が想定される⾸都直下地震などの⼤規模災害に対応するため、緊急輸送道路の機能強化

及び防災拠点等へのアクセス強化が必要です。また、避難路や緊急⾞両の通⾏路となる道路の確保のほか、市街地⽕災の拡⼤
を防ぐ延焼遮断帯を整備することも重要です。

こうした⾸都東京の強靭化や地域の防災性向上に寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評価しました。

地域的な視点

※阪神・淡路⼤震災では、幅員8m未満の道路のほとんどで⾞両の通⾏が不能となった⼀⽅、幅員8m以上の道路では、沿道の建物が倒壊しても⾞両の通⾏が可能でした。
10m 未満の区間が解消されれば、緊急輸送道路ネットワークの信頼性が更に⾼まるものと考えられます。出典：新時代のまちづくり・みちづくり 都市整備研究会
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＜整備前＞ ＜整備後＞

延焼遮断

緊急輸送道路の
通行確保

避難路を
確保

火事被害
が拡大

避難路が
寸断

緊急輸送道路
が寸断

避難場所

幹線道路

生活道路

道路網の強靭化で防災性が向上災害時に防災上の問題が発生

都市計画道路
の整備

広域的な視点 緊急輸送道路に指定されている道路のうち、現況幅員がおおむね10m未満※となっている区間、都県境
をつなぐ道路並びに広域防災拠点及び災害拠点病院へのアクセス強化に寄与する区間を評価しました。

地域的な視点

２ 「優先整備路線の選定」項⽬の内容



東京都及び区市町はこれまでも、道路整備等による渋滞対策を進めてきましたが、いまだ多くの渋滞箇所が残っており、多
⼤な時間的・経済的な損失をもたらすとともに、バスなどの公共交通の運⾏にも影響を与えています。また、公共交通空⽩地
域においては、⾼齢者等の移動⼿段を確保していく必要があります。

渋滞緩和や公共交通空⽩地域の解消などに寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評価しました。

２ 「優先整備路線の選定」項⽬の内容

3スムーズな道路網の形成

主要渋滞箇所⼜は混雑度※が1.25を上回る道路の渋滞緩和や⾃動⾞交通流の分散に寄与する区間を評価
しました。
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※混雑度：道路の混雑の程度をある区間について平均的に⽰す指標。「混雑度が1.25を上回る」とは、１⽇の中で最も混雑する時間帯だけでなく、場合によって、⽇中に連続的な交通
渋滞が発⽣することを意味します。
混雑度＝交通量（台/12h）/交通容量（台/12h）出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査⼀般交通量調査 箇所別基本表及び時間帯別交通量表に関する説明資料

公共交通
が充実

渋滞緩和移動手段
が不足

渋滞発生

＜整備前＞ ＜整備後＞
幹線道路

生活道路

渋滞緩和や公共交通の充実でスムーズな移動が実現交通渋滞の発生によって移動しにくい状況

都市計画道路
の整備

広域的な視点

地域的な視点 駅周辺等における交通混雑や公共交通空⽩地域の解消など、地域の交通課題の解消に寄与する区間を
評価しました。



4 誰もが安全に暮らせるまちづくり
道路網の形成が不⼗分な地域では、渋滞を避けようとする⾞両が⼩学⽣の通学路にもなる⽣活道路に⼊り込むため、交通事故の

リスクが⾼い状況にあります。また、コロナ禍を経て⾃転⾞利⽤が拡⼤しており、⾃転⾞関連の事故の割合も増加しています。歩
道が狭く段差がある道路もいまだ多く存在しており、⼦どもから⾼齢者まで誰もが安全に移動できる環境整備が必要です。

⽣活道路への通過交通の流⼊抑制、⾃転⾞通⾏空間及びバリアフリー化された歩⾏者空間の確保など、歩⾏者、⾃転⾞及び
⾃動⾞それぞれの安全性の向上に寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評価しました。

⾃転⾞の通⾏空間の確保や安全な通学路の確保が必要な区間、バリアフリー基本構想の重点整備地区
内で歩道幅員が不⼗分な区間※など、地域の交通安全に寄与する区間を評価しました。

⼈⾝事故密度ランク※上位50％以上の住宅エリアを含む街区において、道路の新設により、通過交通
の流⼊抑制や安全性の向上に寄与する区間を評価しました。

※⼈⾝事故密度ランク：「交通事故統計情報のオープンデータ（2020年〜2023年）出典：警察庁webサイト」を⽤いて作成したものを指します。
※歩道の幅員が不⼗分な区間：歩道の有効幅員が道路構造令による基準を満たしていない区間のことを指します。

渋滞緩和通過交通
が流入

＜整備前＞ ＜整備後＞

渋滞発生 通過交通を
適切に処理

安全性が
向上

通過交通の流入抑制により、安全で快適な空間を創出通過交通の流入により、交通事故の発生リスクが高い状況

都市計画道路
の整備

広域的な視点

地域的な視点
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２ 「優先整備路線の選定」項⽬の内容

幹線道路

生活道路



都⺠⽣活及び産業活動は物流によって⽀えられており、国際競争が激化する中、物流需要の増加及び⼩⼝・多頻度化に対応
する物流基盤の整備が求められています。また、インバウンド回復を受け、ビジネス環境の整備や持続可能な観光地域づくり
も課題となっています。

物流の円滑化や観光拠点へのアクセス向上など、⼈やモノの⾃由な移動の実現に寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評
価しました。

２ 「優先整備路線の選定」項⽬の内容

5国際競争⼒の強化

地域的な視点

国が定めた重要物流道路（代替路・補完路を含む。）及び広域道路ネットワークに位置付けられた区間
並びにMICE※施設と⾼速道路のインターチェンジを結ぶ区間のうち、交通の円滑化が期待される区間を
評価しました。また、都市機能が集積している地域において、ウォーカブルな道路空間を充実させるた
め、都市計画区域マスタープランにおける中核的な拠点※内で、歩⾏空間の拡充が必要な区間を評価しま
した。
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※MICE：企業系会議（Meeting）、企業の報奨・研修旅⾏（Incentive ）、国際会議 （Convention）、展⽰会・イベント等（Exhibition/Event）を総称した造語で、国際会議に代表されるこ
れらのビジネスを ⽬的とするイベントを指します。出典：東京都「東京都MICE誘致戦略2023」

※中核的な拠点：鉄道ネットワークの⾼い結節性を持ち、広域的な観点から、⾼度な都市機能の集積を図る拠点のことを指し、東京の魅⼒を⾼める都市機能の集積を促進していき
ます。出典： 「東京都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の⽅針」（都市計画区域マスタープラン）

地域的な視点

広域的な視点

⾼速道路のインターチェンジ周辺の物流拠点や観光拠点等へのアクセス向上に寄与する区間を評価しま
した。

6 持続可能な地域のまちづくりへの貢献
地域の主要駅周辺における機能集積や歩いて暮らせるまちへの再構築、緑豊かで良質な空間形成、拠点間の連携など、集約

型の地域構造への再編を⽬指す上で、都市計画道路はその基盤となります。
こうした持続可能な地域のまちづくりの実現に寄与する区間は、整備の優先度が⾼いと評価しました。

拠点間連携、地域の活性化、緑豊かな空間形成などに寄与する区間を評価しました。また、⼟地区画整
理や市街地再開発、鉄道の連続⽴体交差事業などの他事業との連携など、地域のまちづくりを進める上
で整備が必要な区間を評価しました。

地域的な視点



３ 優先整備路線の選定
計画期間（令和８年度から令和22年度まで）で優先的に整備すべき「優先整備路線」を⽰します。選定された優先整備路線について

は、計画期間内で優先的に事業に着⼿していきます。
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●隣接区間などの周辺道路の整備が進み、整備の優先度が⾼まった場合

●防災都市づくり推進計画に位置付けられた整備地域等の整備、⼟地区画整理、市街地再開発等の⾯的整備、
団地の建替え、⼤規模な開発、⾏政計画に位置付けられた施設等の整備など、まちづくりが具体化し、整
備の優先度が⾼まった場合

●鉄道の⽴体交差計画が具体化した場合

●都市計画道路を新規追加⼜は変更した場合

●計画内容再検討路線のうち、計画の⽅向性が定まるなど事業化の準備が整った場合 など

優先整備路線に選定しなかった路線についても、以下のような場合には、計画期間内に事業化することがあります。

施⾏区分 路線数 延⻑（km）

東京都施⾏路線 96 96
区 部 49 43

多摩地域 47 53
区 施 ⾏ 路 線 66 33

市 町 施 ⾏ 路 線 61 26

そ の 他 施 ⾏ 4 2
全 体 227 157

※ その他施⾏とは、市街地開発事業によるものをいいます。表中の延⻑については、端数処理をしています。

なお、今後事業化を検討していく際、⽴体交差、交差点拡幅、⽀線⼜は橋詰が計画されている区間及び都市計画公園等と重複する区
間については、「東京における都市計画道路の在り⽅に関する基本⽅針」に基づき、必要に応じて検討を実施します。



３ 優先整備路線の選定
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優先整備路線のうち、⾸都東京の強靭化に向け、特に重要な路線について、早期整備に向けて検討していきます。

⽴川広域防災基地へのアクセスルートとなる周辺の都
市計画道路の整備を推進します。

河川に囲まれている上、東京湾の海⾯より低くなって
いる⽔害リスクの⾼い地域において、河川を渡る新た
な橋梁を架設することで、災害時の避難路及び物資輸
送路としての機能を確保します。

⾸都東京の強靭化に向けた早期整備

補助261号線

中新⽥⽴川線
（国⽴3・3・15号線）

⽴川東⼤和線
（⽴川3・3・30号線）

例：補助138号線例：⽴川３・１・34
国⽴３・３・１５
国⽴３・４・５



【区部】優先整備路線（区間）の⼀覧表
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No 路線名 区間 所在区 延⻑
（m） 選定理由

都-1 放射6号線 環状6〜中央⼆丁⽬ 中野 80 ⾻格・交通・国際
都-2 放射8号線 放射12〜補助94 ⽂京・台東 550 ⾻格・交通・国際
都-3 放射9号線 補助124付近〜環状2付近 千代⽥ 1,300 ⾻格・交通
都-4 放射16号線 東葛⻄四丁⽬〜都県境（旧江⼾川橋梁部） 江⼾川 230 ⾻格・強靭化・交通
都-5 放射23号線 放射5付近〜補助61付近 杉並 210 ⾻格・交通・安全
都-6 放射25号線 環状4付近〜補助68 新宿 1,020 ⾻格・交通・安全
都-7 放射31号線 放射32号線付近〜補助115 江東 640 関連事業
都-8 放射32号線 東陽七丁⽬〜⽑利⼀丁⽬（⽑利⼆丁⽬交差点） 江東 2,010 関連事業
都-9 放射32号線 補助102〜補助103 墨⽥ 520 継続性
都-10 放射35号線 環状7〜放射36 練⾺ 2,780 ⾻格・交通・安全
都-11 環状3号線 環状2〜放射20 中央・港 2,340 ⾻格・強靭化・交通・安全・国際
都-12 環状4号線 補助79〜放射9付近 ⽂京 700 ⾻格・交通・国際
都-13 環状4号線 補助94交差点付近（道灌⼭下交差点） ⽂京 130 ⾻格・交通・国際
都-14 環状4号線 放射11付近〜環状5の2 荒川 820 ⾻格・交通・国際
都-15 環状4号線 補助119〜東向島四丁⽬（百花園⼊⼝交差点） 墨⽥ 530 ⾻格・交通・国際
都-16 環状4号線 京島三丁⽬〜補助116 墨⽥ 600 ⾻格・交通・国際
都-17 環状5の1号線 補助74〜豊）⾼⽥三丁⽬ 新宿・豊島 830 ⾻格・交通・国際
都-18 環状5の1号線 放射8⽀線2〜補助82 豊島 590 ⾻格・交通・国際
都-19 環状7号線 豊⽟南⼆丁⽬〜放射35 練⾺ 240 関連事業
都-20 環状7号線 補助83付近〜補助89付近 北 580 ⾻格・交通・国際
都-21 外環の2 放射6〜補助229 練⾺ 500 交通・安全
都-22 外環の2 補助76〜富⼠街道 練⾺ 1,090 交通・安全
都-23 補助26号線 放射2付近〜東急⽬⿊線 品川 480 関連事業
都-24 補助26号線 ⽬⿊本町三丁⽬〜放射3 ⽬⿊ 860 ⾻格・交通
都-25 補助26号線 放射５〜補助61 渋⾕ 210 ⾻格・交通
都-26 補助28号線 放射1〜環状8 ⼤⽥ 800 交通・安全
都-27 補助52号線 補助128〜環状8 世⽥⾕ 2,300 交通・安全
都-28 補助61号線 環状７付近〜放射23 渋⾕・杉並 1,040 交通・安全
都-29 補助74号線 補助220〜補助26 中野 720 交通・国際
都-30 補助86号線 放射9〜補助245付近 板橋 440 交通・安全

３ 優先整備路線の選定
東京都施⾏
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※令和７年度中に事業着⼿する予定の路線は優先整備路線の⼀覧には含めていません。
※延⻑は端数処理しています。
※ここで⽰す延⻑は⽬安であり、事業化時の延⻑とは異なる場合があります。
※主な選定理由

⾻格：⾻格幹線道路の形成 強靭化：⾸都東京の強靭化 交通：スムーズな道路網の形成
安全：誰もが安全に暮らせるまちづくり 国際：国際競争⼒の強化 まち：持続可能な地域のまちづくりへの貢献

東京都施⾏

No 路線名 区間 所在区 延⻑
（m） 選定理由

都-31 補助94号線 補助179付近〜環状4 ⽂京 940 関連事業
都-32 補助125号線 放射4〜放射4⽀線3 世⽥⾕ 230 交通・安全
都-33 補助125号線 補助51〜喜多⾒⼋丁⽬ 世⽥⾕ 230 交通・継続性
都-34 補助125号線 喜多⾒九丁⽬〜狛江市境 世⽥⾕ 330 交通・継続性
都-35 補助133号線 補助52〜放射5 世⽥⾕・杉並 1,990 交通・安全
都-36 補助133号線 補助130〜放射6 杉並 890 交通・安全
都-37 補助133号線 ⽩鷺⼀丁⽬〜補助76 中野 430 交通・関連事業
都-38 補助133号線 補助172〜放射8 練⾺ 2,070 交通・安全
都-39 補助138号線 環状7〜補助261 ⾜⽴・葛飾 910 強靭化・交通・安全
都-40 補助142号線 補助143〜放射14 江⼾川 830 強靭化・国際
都-41 補助143号線 北総鉄道〜放射14 葛飾・江⼾川 1,690 関連事業
都-42 補助144号線 放射16〜国道357 江東 2,060 交通・関連事業
都-43 補助156号線 放射7〜外環の2 練⾺ 1,310 強靭化・交通・安全
都-44 補助172号線 環状7〜早三東通り 練⾺ 1,450 交通・安全
都-45 補助203号線 放射8〜⾚塚⼆丁⽬（六道の辻交差点） 板橋 410 強靭化・交通・安全
都-46 補助214号線 補助125付近〜狛江市境 世⽥⾕ 590 交通・継続性
都-47 補助217号線 補助54付近〜補助218 世⽥⾕ 1,010 交通・安全
都-48 補助277号線 補助259付近〜主地501 葛飾 700 強靭化・交通・安全
都-49 補助286号線 上篠崎⼆丁⽬〜都県境（江⼾川橋梁部） 江⼾川 180 強靭化・交通

合計 43,390
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【多摩地域】優先整備路線（区間）の⼀覧表
No 路線名 区間 所在区 延⻑

（m） 選定理由
都-50 ⼋王⼦3・3・74号線 ⾕野街道〜秋川街道 ⼋王⼦ 4,920 ⾻格・交通・安全
都-51 ⼋王⼦3・4・14号線外 ⽇)平⼭六丁⽬〜⼋)⻑沼町 ⼋王⼦・⽇野 520 強靭化・継続性
都-52 ⽴川3・1・34号線 富⼠⾒町七丁⽬〜⽴川3・2・11 ⽴川 1,580 強靭化・交通・安全・国際
都-53 ⽴川3・1・34号線 五⽇市街道〜⽴川3・3・3 ⽴川 520 交通・安全・国際
都-54 ⽴川3・2・4号線外 東村⼭3・4・33付近〜⽴川3・4・22付近 東⼤和・東村⼭ 1,040 継続性
都-55 ⽴川3・2・38号線 ⽴川3・2・16〜⽴川3・3・3 ⽴川 900 交通・安全
都-56 ⽴川3・3・3号線 ⽴川3・3・30〜都道162（松中団地東交差点) ⽴川 3,350 ⾻格・交通・安全・国際
都-57 ⽴川3・3・3号線 ⻄砂町六丁⽬〜福⽣市境 ⽴川 1,660 ⾻格・強靭化・交通・安全・国際
都-58 ⽴川3・3・30号線 国⽴市境〜⽴川3・4・8 ⽴川 590 ⾻格・強靭化・交通・安全・国際
都-59 ⽴川3・3・30号線 ⻘梅街道〜都市計画区間 東⼤和 690 強靭化・交通
都-60 ⽴川3・4・5号線外 国⽴3・4・16〜⽴川3・4・5⽀線1 ⽴川・国⽴ 960 ⾻格・強靭化・交通・安全
都-61 ⽴川3・4・39号線 ⽴川3・3・3〜武)⼤南⼀丁⽬ ⽴川・武蔵村⼭ 840 交通・安全
都-62 武蔵野3・4・11号線 杉並区境〜吉祥寺東町⼆丁⽬ 武蔵野 780 強靭化・継続性
都-63 三鷹3・4・7号線 三鷹3・4・12〜三鷹3・4・14付近 三鷹 1,020 交通・安全
都-64 三鷹3・4・7号線 三鷹3・4・17付近〜三鷹3・4・18付近 三鷹 1,000 強靭化・交通・国際
都-65 三鷹3・4・12号線 三鷹3・2・2〜三鷹3・4・7 三鷹 800 交通・安全
都-66 三鷹3・4・12号線 三鷹3・4・14〜三鷹3・4・13 三鷹 860 交通・安全
都-67 府中3・4・3号線 府中3・4・23〜府中3・3・24 府中 2,800 ⾻格・交通・安全
都-68 府中3・4・12号線 多磨町⼀丁⽬〜府中3・5・14 府中 1,680 交通・安全
都-69 調布3・4・4号線外 世⽥⾕区境〜調布3・4・16 狛江 470 交通・継続性
都-70 調布3・4・4号線外 調布3・2・6〜府)押⽴町四丁⽬ 府中・調布 1,530 交通・継続性
都-71 町⽥3・3・36号線 相原町〜町⽥3・3・10 町⽥ 690 強靭化・交通・国際

都-72 町⽥3・3・36号線 相原町（相原三差路交差点付近）〜
⼩⼭町（⽥端交差点付近） 町⽥ 1,550 ⾻格・交通・国際

都-73 町⽥3・3・36号線 ⼩⼭町（⼩⼭交差点付近）〜
⼩⼭町（⾺場交差点付近） 町⽥ 1,430 ⾻格・交通・国際

都-74 町⽥3・3・36号線 ⼩⼭町（⾺場交差点付近）〜
常盤町（常盤交差点付近） 町⽥ 890 ⾻格・交通・国際

都-75 町⽥3・3・36号線 鶴川街道〜町⽥3･4･29 町⽥ 4,380 ⾻格・交通・安全・国際

３ 優先整備路線の選定
東京都施⾏
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【多摩地域】優先整備路線（区間）の⼀覧表
No 路線名 区間 所在市町 延⻑

（m） 選定理由

都-76 町⽥3・4・18号線 都県境(川崎市境)〜町⽥3・4・23付近 町⽥ 810 ⾻格・強靭化・交通
都-77 町⽥3・4・18号線 ⼤蔵町（⾦井⼊⼝交差点付近）〜野津⽥町 町⽥ 990 ⾻格・交通
都-78 町⽥3・4・23号線 鶴川街道〜都県境（川崎市境） 町⽥ 30 強靭化・交通
都-79 ⼩⾦井3・4・11号線外 府中3・2・2の1〜⼩⾦井3・4・1 ⼩⾦井・府中 830 交通・安全
都-80 ⼩平3・3・3号線 ⻄東京市境〜花⼩⾦井南町⼆丁⽬ ⼩平 870 ⾻格・交通・安全・国際
都-81 ⼩平3・3・3号線 ⼩平3・4・17〜⼩平3・4・7 ⼩平 1,180 ⾻格・交通・安全・国際
都-82 ⽇野3・4・1号線 ⽇野(⽇野橋南詰交差点付近)〜⽇野3・4・8 ⽇野 370 関連事業
都-83 ⽇野3・4・3号線 ⽇野3・4・14付近〜⽇野3・4・18付近 ⽇野 1,010 強靭化・継続性
都-84 ⽇野3・4・17号線 ⽇野3・4・8付近〜⽴)富⼠⾒町七丁⽬ ⽇野 660 強靭化・交通・国際
都-85 東村⼭3・4・18号線 南沢四丁⽬〜東村⼭3・4・13 東久留⽶ 1,150 交通・安全
都-86 東村⼭3・4・35号線 東村⼭3・4・11〜都県境（所沢市境） 東村⼭ 690 強靭化・交通・安全
都-87 国分寺3・4・6号線 国分寺3・4・12〜東恋ヶ窪⼀丁⽬ 国分寺 470 継続性
都-88 国分寺3・4・11号線 国分寺3・4・2付近〜国分寺3・4・4付近 国分寺 460 強靭化・交通
都-89 国⽴3・3・15号線 国⽴3・4・1〜国⽴3・4・5付近 国⽴ 540 ⾻格・強靭化・交通・安全・国際
都-90 国⽴3・4・5号線 国⽴3・3・15付近〜国⽴3・4・16付近 国⽴ 270 ⾻格・強靭化・交通・安全
都-91 秋多3・3・4号線 草花〜秋多3・3・9 あきる野 430 交通・安全
都-92 秋多3・4・5号線 秋多3・3・9〜平沢⻄⼀丁⽬ あきる野 410 交通・継続性
都-93 秋多3・4・5号線 秋多3・4・16付近〜秋多3・4・10付近 あきる野 540 交通・安全
都-94 秋多3・4・14号線 平井〜秋多3・5・7 ⽇の出 500 強靭化・継続性
都-95 ⻄東京3・3・3号線 ⻄東京3・4・8〜⼩平市境 ⻄東京 2,570 ⾻格・交通・安全・国際
都-96 ⻄東京3・4・26号線 ⻄東京3・4・7〜⻄東京3・5・4 ⻄東京 620 交通・安全

合計 52,850
※令和７年度中に事業着⼿する予定の路線は優先整備路線の⼀覧には含めていません。
※延⻑は端数処理しています。
※ここで⽰す延⻑は⽬安であり、事業化時の延⻑とは異なる場合があります。
※主な選定理由

⾻格：⾻格幹線道路の形成 強靭化：⾸都東京の強靭化 交通：スムーズな道路網の形成
安全：誰もが安全に暮らせるまちづくり 国際：国際競争⼒の強化 まち：持続可能な地域のまちづくりへの貢献

東京都施⾏
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No 路線名 区間 所在区 延⻑
（m） 選定理由

区-1 補助7号線 補助10〜環状4 港 260 強靭化・安全・まち
区-2 補助14号線 環状4〜⾼輪四丁⽬（柘榴坂上） 港 310 強靭化・安全・まち
区-3 補助23号線 放射22〜放射4 港 810 強靭化・まち
区-4 駅街路2号線 駅街路1〜環状2 港 180 強靭化・安全・国際・まち
区-5 新宿駅付近街路10号線 放射5〜環状5の1⽀線1 新宿 160 安全・まち
区-6 墨⽥区画街路7号線 放射13⽀線1〜鉄押付1付近 墨⽥ 100 安全・まち
区-7 墨⽥区画街路10号線 放射32〜放射13⽀線1 墨⽥ 330 安全・まち
区-8 墨⽥区画街路12号線 放射13⽀線1 墨⽥ 470 安全・まち
区-9 補助199号線 補助200付近(浜園橋付近) 江東 90 強靭化・安全・まち
区-10 補助199号線 環状3⽀線2付近（蛤橋付近） 江東 90 強靭化・安全・まち
区-11 補助162号線 補助149〜環状6 品川 570 強靭化・安全
区-12 補助163号線 ⻄品川⼀丁⽬〜補助26付近 品川 630 強靭化・安全・まち
区-13 補助127号線 補助46〜放射3 ⽬⿊ 640 強靭化・安全・まち
区-14 補助34号線 放射17〜放射19 ⼤⽥ 410 強靭化・安全・まち
区-15 補助34号線 放射19〜補助27 ⼤⽥ 350 強靭化・安全・まち
区-16 補助43号線 補助44〜放射1 ⼤⽥ 320 強靭化・安全・まち
区-17 補助43号線 放射1〜補助34 ⼤⽥ 480 強靭化・安全・国際・まち
区-18 補助44号線 環状7〜補助48 ⼤⽥ 210 強靭化・安全・まち
区-19 補助44号線 補助43〜環状8 ⼤⽥ 170 強靭化・交通・安全・まち
区-20 補助54号線 松原四丁⽬〜補助154 世⽥⾕ 590 強靭化・交通・安全
区-21 補助154号線 松原⼆丁⽬〜補助54 世⽥⾕ 710 交通・安全・まち
区-22 補助216号線 補助219〜補助129 世⽥⾕ 1,030 強靭化・交通・安全・まち
区-23 世⽥⾕区画街路7号線 環状8〜上野⽑⼆丁⽬ 世⽥⾕ 400 交通・安全・まち
区-24 世⽥⾕区画街路11号線 成城学園前駅（交通広場約5,000㎡） 世⽥⾕ 50 安全・まち
区-25 世⽥⾕区画街路12号線 成城学園前駅 世⽥⾕ 30 安全・まち
区-26 補助53号線 補助155〜補助24 渋⾕ 220 安全・まち
区-27 補助220号線 補助71〜補助74 中野 760 強靭化・安全・まち
区-28 補助227号線 妙正寺川〜補助76 中野 940 強靭化・交通・安全・まち
区-29 補助132号線 補助228〜⻄荻南三丁⽬ 杉並 460 強靭化・交通・安全・まち
区-30 補助227号線 補助74〜⾼円寺駅北⼝ 杉並 420 強靭化・交通・安全・まち

３ 優先整備路線の選定
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区施⾏

No 路線名 区間 所在区 延⻑
（m） 選定理由

区-31 補助243号線 補助242〜補助86 北 530 強靭化・安全・まち
区-32 補助182号線 環状４〜⻄⽇暮⾥⼆丁⽬ 荒川 520 強靭化・安全
区-33 補助189号線 放射12〜補助321 荒川 740 強靭化
区-34 補助87号線 放射9〜補助84 板橋 550 強靭化・安全・国際・まち
区-35 補助234号線 放射8〜練⾺区境 板橋 260 強靭化・安全・国際・まち
区-36 補助240号線 放射9〜補助86 板橋 1,850 強靭化・交通・安全・まち
区-37 補助244号線 放射8〜中台⼀丁⽬ 板橋 790 強靭化・交通・安全・まち
区-38 補助249号線 補助293付近〜補助248 板橋 760 強靭化・安全・まち
区-39 補助132号線 ⽯神井町五丁⽬ 練⾺ 300 強靭化・国際・まち
区-40 補助135号線 補助76〜練⾺区画街路6 練⾺ 1,850 強靭化・交通・安全・まち
区-41 補助232号線 富⼠街道〜外環の2 練⾺ 830 安全・まち
区-42 補助232号線 外環の2〜東⼤泉六丁⽬ 練⾺ 690 強靭化・まち
区-43 補助232号線 補助135付近 練⾺ 510 強靭化・まち
区-44 補助137号線 補助136〜補助138 ⾜⽴ 70 強靭化・安全・まち
区-45 補助253号線 環状7〜補助253 ⾜⽴ 260 強靭化・交通・安全・国際・まち
区-46 補助254号線 補助136〜補助138 ⾜⽴ 800 強靭化・安全・まち
区-47 ⾜⽴区画街路7号線 環状7〜補助113 ⾜⽴ 390 安全・まち
区-48 ⾜⽴区画街路8号線 補助138〜⾜⽴区画街路8 ⾜⽴ 220 強靭化・安全・まち
区-49 ⾜⽴区画街路13号線 北千住駅〜⾜⽴区画街路10 ⾜⽴ 40 強靭化・安全・まち
区-50 ⽵ノ塚駅広場1 ⽵ノ塚駅（交通広場約7,090㎡） ⾜⽴ − 安全・まち
区-51 補助138号線外 南⽔元⼀丁⽬付近 葛飾 200 強靭化・安全・まち
区-52 補助261号線 ⻄⽔元五丁⽬〜補助269 葛飾 910 安全・まち
区-53 補助264号線 補助140〜補助273 葛飾 880 強靭化・交通・安全・国際・まち
区-54 補助272号線 京成本線〜宝町⼆丁⽬ 葛飾 370 強靭化・安全
区-55 補助279号線 補助282〜柴⼜⼀丁⽬ 葛飾 200 安全・国際・まち
区-56 補助282号線 補助279〜補助264付近 葛飾 1,690 強靭化・交通・安全・まち
区-57 鉄押附3号線 四つ⽊⼀丁⽬付近 葛飾 210 安全・まち
区-58 鉄押附6号線 ⽴⽯⼋丁⽬付近 葛飾 140 交通・安全・まち
区-59 補助264号線 岩槻街道〜補助283 江⼾川 200 安全・まち
区-60 補助283号線 補助264〜放射14 江⼾川 790 強靭化・安全



優先整備路線（区間）の⼀覧表
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市町施⾏

No 路線名 区間 所在市町 延⻑
（m） 選定理由

市町-1 ⼋王⼦3・3・74号線 ⼋王⼦3・3・10〜⼋王⼦3・5・47 ⼋王⼦ 430 強靭化・国際・まち
市町-2 ⼋王⼦3・4・8号線 ⼋王⼦3・3・10〜⼋王⼦3・3・68 ⼋王⼦・町⽥ 1,310 強靭化・まち
市町-3 ⼋王⼦3・4・58号線 ⼭⽥町〜⼋王⼦3・4・16付近 ⼋王⼦ 340 強靭化・安全・まち
市町-4 ⼋王⼦3・5・43号線 ⼋王⼦3・6・18〜打越町 ⼋王⼦ 600 強靭化・安全・まち

市町-5 ⼋王⼦3・4・64号線 ⼋王⼦8・5・1〜⼋王⼦3・3・１
（交通広場約5,000㎡） ⼋王⼦ 30 強靭化・まち

市町-6 ⼋王⼦8・5・1号線 ⼋王⼦3・4・64〜⼋王⼦都市計画通路1号 ⼋王⼦ 80 安全・まち
市町-7 ⼋王⼦都市計画通路1号線 ⼋王⼦8・5・1〜市道浅川78 ⼋王⼦ 20 安全・まち
市町-8 ⽴川3・2・10号線 ⽴川3・4・25〜曙第六公園付近 ⽴川 700 安全・まち
市町-9 三鷹3・4・9号線 三鷹3・4・17〜三鷹3・2・6 三鷹 750 強靭化・まち
市町-10 三鷹3・4・13号線 三鷹3・4・7〜三鷹3・2・2 三鷹 70 強靭化
市町-11 ⻘梅3・4・18号線 ⻘梅3・5・23〜⻘梅3・5・22 ⻘梅 310 強靭化・まち
市町-12 ⻘梅3・4・18号線 ⻘梅3・5・22〜⻘梅3・4・20 ⻘梅 380 強靭化・まち
市町-13 ⻘梅3・5・23号線 ⻘梅3・5・12〜⻘梅3・4・18 ⻘梅 230 強靭化・安全・まち
市町-14 府中3・4・11号線 府中3・4・16〜府中3・4・12 府中 90 安全・国際・まち
市町-15 昭島3・4・1号線 昭島3・4・18〜緑町⼀丁⽬ 昭島 110 まち

優先整備路線（区間）の⼀覧表

No 路線名 区間 所在区 延⻑
（m） 選定理由

区-61 補助284号線 補助288〜補助286 江⼾川 490 安全
区-62 補助284号線 補助286〜放射15 江⼾川 500 強靭化・安全
区-63 補助284号線 放射15〜補助287 江⼾川 950 安全
区-64 補助284号線 補助287〜補助288 江⼾川 560 強靭化・安全
区-65 補助284号線 補助288〜放射31 江⼾川 560 強靭化・安全
区-66 補助286号線 補助288〜上篠崎⼆丁⽬ 江⼾川 400 強靭化・安全・まち

合計 33,200

区施⾏

３ 優先整備路線の選定



３ 優先整備路線の選定
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市町施⾏ 優先整備路線（区間）の⼀覧表
No 路線名 区間 所在市町 延⻑

（m） 選定理由

市町-16 昭島3・4・18号線 ⽥中町⼀丁⽬〜昭島3・4・2 昭島 570 交通・国際・まち
市町-17 調布3・4・8号線 柴崎駅〜菊野台三丁⽬（交通広場約2,500㎡） 調布 50 強靭化・安全・まち
市町-18 調布3・4・9号線 調布3・4・1〜調布3・4・14 調布 830 強靭化・まち
市町-19 調布3・4・11号線 柴崎駅〜調布3・4・1（交通広場約2,500㎡） 調布 100 強靭化・安全・まち
市町-20 調布3・4・22号線 つつじヶ丘駅〜調布3・4・1（交通広場約3,950㎡） 調布 90 安全・まち
市町-21 町⽥3・4・34号線 町⽥3・4・9〜⾼ヶ坂六丁⽬ 町⽥ 530 交通
市町-22 町⽥3・4・34号線 町⽥3・3・7〜町⽥3・4・6 町⽥ 280 交通
市町-23 ⼩⾦井3・4・12号線 ⼩⾦井3・5・5〜⼩⾦井3・1・6 ⼩⾦井 750 強靭化・安全・まち
市町-24 東村⼭3・4・13号線 清瀬市境〜JR武蔵野線 東村⼭ 330 強靭化・安全・まち
市町-25 東村⼭3・4・27号線 東村⼭3・4・13〜秋津駅（交通広場約3,400㎡） 東村⼭ 140 強靭化・安全・まち
市町-26 国分寺3・4・4号線 南町⼀丁⽬〜⼩⾦井市境 国分寺 240 まち
市町-27 国分寺3・4・7号線 国分寺3・4・16〜国⽴市境 国分寺 430 まち
市町-28 国分寺3・4・12号線 国分寺3・4・6〜都道134 国分寺 200 まち
市町-29 国分寺3・4・16号線 国分寺3・4・9〜国分寺3・4・10 国分寺 690 強靭化・安全
市町-30 国⽴3・3・15号線 富⼠⾒台四丁⽬〜国⽴3・4・4 国⽴ 390 強靭化・安全・まち
市町-31 国⽴3・4・3号線 国⽴3・3・2〜国⽴3・4・14 国⽴ 750 強靭化・交通・まち
市町-32 国⽴3・4・10号線 北⼀丁⽬〜国分寺3・4・7 国⽴ 130 強靭化・交通・安全・国際・まち
市町-33 国⽴3・4・14号線 国⽴3・4・3〜国⽴3・4・1 国⽴ 270 強靭化・交通・安全・まち
市町-34 国⽴3・4・14号線 国⽴3・4・1〜JR南部線 国⽴ 250 強靭化・交通・安全・国際・まち
市町-35 福⽣3・4・7号線 福⽣3・3・30〜福⽣3・4・10 福⽣ 420 強靭化・安全・まち
市町-36 調布3・4・16号線 調布3・4・2〜調布3・4・3 狛江 730 強靭化・まち
市町-37 ⽴川3・4・17号線 向原五丁⽬〜⽴川3・4・26 東⼤和 560 強靭化・まち
市町-38 ⽴川3・4・17号線 ⽴川3・4・26〜南街五丁⽬ 東⼤和 280 強靭化・まち
市町-39 ⽴川3・4・26号線 ⽴川3・2・4〜⾼⽊橋 東⼤和 180 強靭化・まち
市町-40 東村⼭3・4・13号線 主地40〜東村⼭市境 清瀬 860 強靭化・交通・まち
市町-41 東村⼭3・4・16号線 東村⼭3・4・24〜東村⼭3・4・26 清瀬 430 強靭化・交通・安全・まち
市町-42 東村⼭3・4・23号線 清瀬駅〜東村⼭3・4・13（交通広場約5,000㎡） 清瀬 110 強靭化・交通・国際・まち
市町-43 東村⼭3・4・26号線 東村⼭3・4・15の2〜東村⼭3・4・16 清瀬 1,280 強靭化・交通・安全・まち
市町-44 東村⼭3・4・26号線 東村⼭3・4・17〜関越⾃動⾞道 清瀬 650 強靭化・交通・安全・まち
市町-45 東村⼭3・4・13号線 東村⼭3・4・18〜本町四丁⽬ 東久留⽶ 460 強靭化・交通・安全・まち



86

市町施⾏ 優先整備路線（区間）の⼀覧表
No 路線名 区間 所在市町 延⻑

（m） 選定理由

市町-46 東村⼭3・4・13号線 東村⼭3・4・21〜埼⽟県境 東久留⽶ 510 強靭化・交通・安全・まち
市町-47 東村⼭3・4・21号線 ⼩平市境〜東村⼭3・4・4 東久留⽶ 280 強靭化・交通・安全・まち
市町-48 ⽴川3・4・39号線 ⽴川第2号空堀川〜主地5 武蔵村⼭ 50 強靭化
市町-49 ⽴川3・5・20号線 ⽴川3・4・40〜⽴川3・5・41 武蔵村⼭ 670 国際・まち
市町-50 多摩3・4・36号線 多摩3・4・15〜⼩⽥良川公園付近 稲城 390 安全・まち
市町-51 福⽣3・4・15号線 ⻑岡街道踏切〜福⽣3・4・5 ⽻村 260 安全・まち
市町-52 秋多3・4・13号線 秋多3・3・3〜JR五⽇市線 あきる野 440 強靭化・安全・まち
市町-53 ⻄東京3・4・17号線 東伏⾒駅南交差点付近〜⻄東京3・3・3 ⻄東京 360 強靭化・安全・まち
市町-54 ⻄東京3・4・18号線 ⻄武柳沢駅〜⻄東京3・5・4

（交通広場約2,700 ㎡） ⻄東京 320 強靭化・安全・まち
市町-55 ⻄東京3・5・10号線 ⻄東京3・4・16〜⻄東京3・2・6 ⻄東京 790 強靭化・安全
市町-56 ⻄東京3・5・10号線 ⻄東京3・2・6〜⻄東京3・4・18 ⻄東京 620 強靭化・まち
市町-57 ⻄東京3・5・10号線 ⻄東京3・4・18〜⻄東京3・4・20 ⻄東京 650 強靭化・交通・まち
市町-58 ⻄東京3・5・10号線 ひばりが丘団地付近（団地交番前交差点付近）〜

⻄東京3・4・20 ⻄東京 550 強靭化・安全・まち
市町-59 福⽣3・4・26号線 福⽣3・4・10〜福⽣3・3・27 瑞穂 810 国際・まち
市町-60 福⽣3・4・26号線 富⼠⼭栗原新⽥字⼤⽇塚〜⼆本⽊字⻄樽⼝ 瑞穂 400 強靭化・交通・国際・まち
市町-61 福⽣3・5・23号線 福⽣3・4・4〜主地5 瑞穂 320 強靭化・交通・安全・国際・まち

合計 25,850
※令和７年度中に事業着⼿する予定の路線は優先整備路線の⼀覧には含めていません。
※延⻑は端数処理しています。
※ここで⽰す延⻑は⽬安であり、事業化時の延⻑とは異なる場合があります。
※主な選定理由

⾻格：⾻格幹線道路の形成 強靭化：⾸都東京の強靭化 交通：スムーズな道路網の形成
安全：誰もが安全に暮らせるまちづくり 国際：国際競争⼒の強化 まち：持続可能な地域のまちづくりへの貢献

３ 優先整備路線の選定



３ 優先整備路線の選定
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その他施⾏

No 路線名 区間 所在区市町 延⻑
（m） 選定理由

その他-1 補助223号線 ⽴体部 中野 70 まち
その他-2 ⼩平3・4・19号線 ⼩平駅〜⼩平3・4・14（交通広場約5,000㎡） ⼩平 90 まち
その他-3 福⽣3・4・21号線 福⽣3・4・26〜⻘梅市境 瑞穂 1,320 強靭化・交通・安全・国際・まち
その他-4 福⽣3・4・26号線 ⼆本⽊字⻄樽⼝〜都県境（⼊間市境） 瑞穂 360 強靭化・交通・国際・まち

合計 1,840

優先整備路線（区間）の⼀覧表

※令和７年度中に事業着⼿する予定の路線は優先整備路線の⼀覧には含めていません。
※延⻑は端数処理しています。
※ここで⽰す延⻑は⽬安であり、事業化時の延⻑とは異なる場合があります。
※主な選定理由

⾻格：⾻格幹線道路の形成 強靭化：⾸都東京の強靭化 交通：スムーズな道路網の形成
安全：誰もが安全に暮らせるまちづくり 国際：国際競争⼒の強化 まち：持続可能な地域のまちづくりへの貢献



優先整備路線（区部）位置図

分割②分割①

分割③

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄

88

３ 優先整備路線の選定
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優先整備路線の選定
分割図①

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄
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分割図②

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄

３ 優先整備路線の選定
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優先整備路線の選定
分割図③

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄



優先整備路線（多摩地域）位置図
分割②分割①

分割③92

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄

３ 優先整備路線の選定
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優先整備路線の選定
分割図①

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄
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分割図②

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄

３ 優先整備路線の選定
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優先整備路線の選定
分割図③

95

凡例

都施行路線

区市町施行路線

その他施行路線

JR・私鉄



４ 優先整備路線の整備効果
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既存の道路網と現在事業中の道路に加え、第五次事業化計画の優先整備路線が全て完成した場合の整備効果を⽰します。

⾻格幹線道路網の形成
現在事業中の路線に加え、優先整備路線が完成することにより⾻格幹線道路

網の完成率が向上します。⾻格幹線道路網が形成されると交通の円滑化及び防
災性の向上が図られるとともに、⽣活道路へ流⼊する通過交通が減少するなど、
安全性の向上が期待されます。さらに、区部と多摩地域、東京と隣接県との更
なる連携強化が図られます。

⾸都東京の強靭化
○緊急輸送道路網の信頼性向上・災害時の避難

⽕災や建物の倒壊によって閉塞されてしまう可能性がある緊急輸送道路の
拡幅、避難場所等へのアクセス及び、浸⽔想定区域外への避難経路の確保が
なされ、⾸都東京の防災⼒向上が図られます。

○災害応急対策活動の⽀援
広域防災拠点へのアクセス性が向上することで、⾃衛隊等の⼈命救助や物資

輸送といった災害応急対策活動の⽀援につながります。

○円滑な道路交通の実現
渋滞のない快適な道路交通の実現が図られます。

スムーズな道路網の形成

誰もが安全に暮らせるまちづくり
○地域の安全性向上

⼈⾝事故密度が⾼い住宅エリアや学校周辺の優先整備路線を整備すること
で、⾞道と分離された歩道を備えた都市計画道路の増加や⽣活道路への通過
交通の流⼊抑制が図られることで歩⾏者の安全性が向上します。

⾻格幹線道路網⾻格幹線道路網

：⾻格幹線道路網（優先整備路線）
：補助幹線等（優先整備路線）

：⾻格幹線道路網（完成・概成・事業中）
：補助幹線等（完成・概成・事業中）

：⾻格幹線道路網（未着⼿）
：補助幹線等（未着⼿）

：都県境に接続（優先整備路線）

：都県境に接続（完成・概成・事業中）

＜拡幅あり＞

＜拡幅なし＞

緊急輸送道路の拡幅イメージ



Column 都市計画道路が完成するまで
都市計画道路の事業化に当たり、都市計画の新規追加⼜は変更を⾏うことがあります。ここでは、都市計画の決定⼿

続及び事業実施の⼿順を紹介します。また、⼀般的な⽤地取得の⼿順を次ページで紹介します。⽤地取得の詳細につい
ては、各施⾏者にお問い合わせください。

都市計画
素案説明会

〔都市計画の決定⼿続(都が決定する場合)〕 〔事業実施の⼿順〕

住⺠及び利害
関係⼈の意⾒書

関係⾃治体
の意⾒

都市計画素案の作成

都市計画案の作成

都市計画案の公告・縦覧

都市計画審議会で審議

都市計画決定

事業概要及び
測量説明会

現況測量、⽤地測量

事業着⼿
＜事業認可の取得＞

事業概要及び
⽤地説明会

⽤地折衝、⽤地取得
物件移転

⼯事のお知らせ
（⼯事説明会）

⼯事の実施

都市計画道路の完成
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告⽰・縦覧

※⾼速道路や国道の都市計画
を定める場合は、国⼟交通
⼤⾂に協議します。



Column 都市計画道路が完成するまで

事業概要及び測量説明会で事業の概要、
事業の⼯程、測量等の説明をした後、⼟地
の境界を確認し、取得する⼟地の区域や⾯
積を確定するため、測量を⾏います。

事業概要及び測量説明会と測量１

事業区域内の⼟地・建物所有者、借地
⼈及び借家⼈（以下「権利者」といいま
す。）の⽅々に⽤地取得の⼿順、補償内
容、⽣活再建制度等について説明します。

事業概要及び⽤地説明会２

⼟地価格の評価及び物件補償額の算定３
取得する⼟地の価格を評価します。ま

た、建物や⼯作物等について、構造、数
量及び権利関係を調査し、各⾃治体の定
める損失補償基準に基づき移転費⽤等の
補償額を算定します。

⼟地の取得価格や物件の補償額について
説明した上で、権利者の⽅にそれぞれ個別
に⾦額を提⽰します。

契約のための協議４

協議が整ったら、権利者の⽅とそれぞれ
個別に契約を締結し、契約に基づき⼟地売
買代⾦と補償⾦を⽀払います。

契約の締結及び⽀払５

取得した⼟地は、施⾏者が所有権移転登記等を⾏います。
また、建物等は権利者の⽅に移転していただき、その完了の確

認をして、⼟地を引き渡していただきます。

⼟地の引渡し６

〔⼀般的な⽤地取得の⼿順〕
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Column 延焼遮断帯の整備について
延焼遮断帯の形成は、震災に強い都市構造を実現する上で重要であり、特にその軸となる都市計画道路は、延焼遮断機能

を発揮するとともに、緊急⾞両の通⾏並びに円滑な消⽕・救援活動及び避難を⾏う上で、⼤変重要な役割を担っています。
震災時の⼤規模な市街地⽕災や都市機能の低下を防ぐとともに、震災時における救急・救命活動及び緊急⽀援物資の輸送

を可能とするため、広域的な観点から都市の防災上のネットワークを形成することが必要です。
このため、⾻格防災軸をはじめとし、市街地の延焼を遮断し、かつ、避難や救援活動の空間ともなる都市計画道路の整備

及び沿道建築物の不燃化により延焼遮断帯の形成を進めます。
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○ 都市計画道路の⾻格防災軸の形成率※（河川を除く。）
2035（令和17）年度までに99％を⽬指し、特に区部については、
早期の完成を⽬指します。

○ 整備地域内の延焼遮断帯の形成率
2035（令和17）年度までに80％を⽬指します。

〇 特定整備路線
2030（令和12）年度までに全線整備を⽬指します。

※⾻格防災軸の形成率の⽬標値は、河川を除く都市計画道路を軸とした⾻格防災軸が対象

＜延焼遮断帯形成の⽬標＞＜延焼遮断帯の整備イメージ＞

＜延焼遮断帯整備例＞
補助第46号線 （品川区⼩⼭台⼀丁⽬付近）

出典：東京都「防災都市づくり推進計画」



Column 無電柱化の推進
都市防災機能の強化、安全で快適な歩⾏空間の確保及び良好な都市景観の創出を図るため、電線共同溝等の整備により、

道路上に張り巡らされた電線類を地下に収容する無電柱化を進めています。
東京都は、「東京都無電柱化計画（改定）」に基づき、震災対策上、重要な位置付けにある緊急輸送道路、環状七号線

の内側エリア、利⽤者の多い主要駅などで重点的に整備を進めています。その中で、都市計画事業等で道路を新設⼜は拡
幅する際は、同時に無電柱化を実施しています。
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都道における無電柱化は、電線共同溝⽅式※を基本として整備を推進しています。

＜電線共同溝のイメージ＞

※電線共同溝：電線共同溝の整備等に関する特別措置法（平成７年法律第 39 号）に基づき、
道路管理者が電線共同溝を整備し、電線管理者が電線及び地上機器等を整備する⽅式

＜整備事例＞

整備前

＜整備事例＞
浅草通り（墨⽥区業平）

環状六号線（⼭⼿通り・⼤崎駅前）

整備後

整備前 整備後



Column ⾃転⾞通⾏空間の整備について
都道を対象に策定した「東京都⾃転⾞通⾏空間整備推進計画」では、2040年代に向けた⾃転⾞通⾏空間の将来像を提⽰

し、既設道路では優先整備区間を設定するとともに、無電柱化事業や都市計画道路の整備に合わせて⾃転⾞通⾏空間の整
備に取り組むこととしています。整備形態は、国のガイドライン等に基づき⾞道の活⽤を基本としつつ、困難な場合は歩
道を活⽤した暫定形態として⾃転⾞歩⾏者道（構造的分離、視覚的分離）を整備することで、早期に連続した⾃転⾞通⾏
空間の整備を進めることとしています。

⾞道を活⽤した整備事例
普通⾃転⾞専⽤通⾏帯

松原通り（調布市）

⾞道混在

平和橋通り（江⼾川区）

歩道を活⽤した整備事例 幅員の⾒直しによる整備事例
⾃転⾞歩⾏者道（構造的分離）

台場⻘海線（江東区）

⾃転⾞歩⾏者道（視覚的分離）

湾岸通り（港区）
東⼋道路（調布市、三鷹市）

交通状況や道路構造基準に関する条例等で
規定する最⼩幅員を考慮しつつ、中央帯や停
⾞帯等の幅員を⾒直すことにより、⾃転⾞通
⾏空間として必要な幅員を確保し⾃転⾞歩⾏
者道（構造的分離）を整備しました

整備後

整備前

出典：東京都⾃転⾞通⾏空間整備推進計画を基に作成
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